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東京湾におけるマダイについて n* 

産卵期について

h基

図2から、 3月初旬には、小型群の雌魚が出現し始

め、引続いて、叉長38~47c01の雄魚が優占し、 5 月に

入ると、叉長41~48c01の雌魚が、 34~58cmの雄魚と共

に混獲され始める。 5 月の下旬に入ると、叉長34~82

mの雄魚のIII現害Ij合が多くなり、モ ドは50c01台とな
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7 --8令魚である

まえがき

前報では、年令と成長について推計したが、本報告

では、マダイの産卵期については、梶llih領戸内海の
マダイについて、その他、北原?熊田て青11f:田中5;
北島f也および山口、長崎、兵庫、福井、石川、静岡、

三重、神奈川県水産試験場等多くの報告があり、多く

が、 4~6 月としている。

東京湾南部海域、特に富j甫湾、館山湾ならびに三浦

半島南部F東京湾側の海域における 7 ダイについて、産

卵期の調査をしたのでその結果を報告する。
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調査材料と方法

調査は、昭和47年3月から昭和49年9月までの問、

東京湾南部海域で釣、刺絢によって漁獲されたもので、

照和49年3月8日から今年10月18日に漁獲された材料

521固体、および買取り43個体計95個体の結果である。

親魚について、雌雄のやl別は、富浦および館山船形

漁業協同組合前さばき所に水揚されたマダイ腹部を干

で圧して放卯放精されたもので区別した。

!大房

、 JJ 

結果および考察

1 )産卵場における親魚の出現組成

東京湾南部海域におけるマダイの産卵場は、対岸に

三浦半島があり、松輪崎の沖ノj領、富浦町i中にある象

背根を中心とした礁群、館1I1湾中央部に{す置するパラ

根とその周辺、相11の崎i中のカサゴ根からi中の山へ至る

礁群があり(図 1)、毎年 4~6 月の時期に、千葉、

神奈川および東京の漁船や観光釣船が入会って操業し

IJ.J，-~ 

東京湾南部海域のマダイ産卯場

白;兵

i'C" 

図 1

ている。

ごれらのi車場l土、水訪日 100m前後から急にj全くなる

線(礁)の周辺lこj防戊されており、ヒラメの産卵場と
類似している。

これらのI魚場からこの時期に釣獲されたマダイにつ

いて産卵群の組成を調べると図2のとおりとなる。

昭和49年度太平洋中区栽精神業漁場資源生熊謁査* 
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図2 東京湾南部海域のマダイ産卵群組成

6月上旬に去ると餓と雄の出現はほぼ半々となり、

雌の叉長で37-48cm、雄が40-61cmとなっている。 6

月下旬から 9月上旬に、それぞれ1個体宛の雌の出現

があり、叉長は6U吉よび29cmのものであった。

この海域の時期別の雌雄魚出現の頻度は、表1に示

したとおりである。

4月中旬から雄魚が出現し始め、 5月中旬には、雌

:雄の割合は40:60となり、下旬には、逆に71%と雌

の比率が著しく高くなり、 6月上旬の54%まで続く。

これは、この時期が産卵の感期であることを表わして

いるとみられる。

また、産卵に加入する親魚も、その盛期では、 41.8

-52.5cmと5-7令魚が中心となり、産卵期の前、後

半には、叉長29cm台の雌や61cm台の老成魚が加入して

いる。

3 )マダイの生殖腺熟度指数

東京湾南部海域の産卵場から漁獲された昭和49年3

月から 9月までのマダイのうち、買取によって得た個

体の生殖腺熟度指数 (GonadIndex )の変化は、図3

に示したとおりである。図4は、外房南部海域の安房

郡和田町沖合のマダイについてGIを調べたものであ

る。 (GI~GW /FL3X104) 

表1 東京湾南部海域のマダイ産卵場に出現した性比の時期別変化

年 月句 調査i固f4'数 出世 魚

1974年 3月上旬 1 1 (100)喝

4月中~下旬 2 ( -) 
5月中旬 10 4 ( 40) 

5月下旬 24 17 ( 71) 

6月上旬 13 7 ( 54) 

6月下旬 1 1 (100) 

9月上旬 1 1 (100) 

言十 52 31 (59.6) 

図3から、東京湾南部を中心とした産卵場で、は、 3

月上旬に雌魚はG1 0.5程度で極めて低位であるが、

5月に入ると中旬にG1 7.9-12.8と高くなり熟卯が

みられた。 6月上旬では、 21.9-8.1となり、産卵盛

期になって、放91lf国体も多く観察された。しかし、 6
月下旬には、雌でG1 7.6と減少し始め、 9月9日に

館山湾で漁獲された{団体は産卵後のやせた個体となっ

平 均 叉 長
雄 魚

雌 魚 雄 魚

( -)腎 29.2c"， 

2 (100) 42.6 

6 ( 60) 43.5 47.3 

7 ( 29) 52目5 51.0 

6 ( 46) 41.8 52.5 

( -) 61.6 

( -) 29.5 

21 (40.4) 29.2-61.6 42.6-52.5 

ていた。

一方、雄魚については、 4月中旬にG1 10.8のもの

がみられ、すでに放精しており、 5月下旬、 21.6を峠

に漸減の傾向にある。

以上のことから、東京湾南部海域でのマダイの産卵

期は、 4月一8月に及んでおり、その皇室期は、 5-6

月であると推察される。
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図

図4では、和田町地先のマダイについてのGIの変

化であるが、操業時期との関連から 3~5 月の資料に

とどまっている。しかし、図から、乙の地先のマダイ

についても、東京湾南部と同様の傾向とみられるが、
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図4 和田j中のマダイφ時期別生殖腺熟度指数の変化
(GI~GW/FCx lO噌)

G I I直は、東京湾南部海域のそれより低位にある。

4 )マダイ産卵場の環境

東京湾南部海域の独立礁で、ある象背根の定点におけ

る、水温と塩分(T-S)の変化を表2に掲げた。

表2 マダイ産卵場におけるT-S変化 (1974年象背根)

下主
Om 10m 20m 30m 50m 

白ヌ1 、t且目

T S T S T S T S T S 

3.18 14.6 34.74 14.8 34.74 14.8 34.74 14.8 34.72 7.3 

4.19 14.9 34.43 15.2 34.36 15.2 34.32 15.2 34.54 15.8 

5.20 19.4 34.59 19.3 34.52 34.52 34.52 23.1 

6.25 22.8 32目80 2l.8 34.21 2l.8 34.24 20.2 34.34 26.0 

7.17 2l. 9 32.03 2l.8 32.73 2l.0 33.30 20.2 33.82 19.9 34.80 24目。

8. 9 22.7 33.91 20.8 34.12 19.7 34.29 18.9 34.42 18目1 34.36 27.0 

9.10 c 33.74 24.6 33.88 24.7 33.91 23.8 33.91 18.2 34.50 27.0 

表2から、象背根における水温は水深30m線で3月

14.8'C から 8 月 18.9'C までで、 6~7 月に20.2'C の値

を示しているが、これらはいずれも産卵適温の範囲に

あるとみられる。

また、塩分は、 33.82~34.72J6:，の高い範囲であるこ

とがま日られる。

なお、 7月以降では水深50m線での水温は19.9'C以

下で、塩分も34.36J6:，以上と高い{直を示している。さ

らに、 T-Sの関係を浅海定線観測の結果から求める

と、裁魚は、水温13.8-20 .3'Cの範囲で、塩分は33.50

~34. 79 J6:，の関が生活圏であると求められた。

摘要

1 )東京湾南部海域におけるマダイの主な産卵場は、

(内房海i!(，観測資料より)

北からゲパチ根、松翰瀬、象背根、パラ根、消iの椅

j中、富I甫南無谷j中、 i中ノ山、和田j中がある。

2 )産卵親魚群は、 3月に小型の雌魚がつづいて雄が

優占し、 5~6 月に雌が優占して産卵盛期となる。

乙の時期の産卵加入群は、 5~12令魚とみられる。

3 )マダイのGIの変化からみると、 5月には雌で

7.9~12.8、 6 月上旬2l. 9~8.1 となり熟卯がみられ

た。雄では4月中旬から放精個体がみられ、 GI 

10.8、5月下旬21.6となっている。このことから、

ごの海域の産卵盛期は 5~6 月とみられた。

4 )マダイ産卵場の T-S環境では、水温で14.8~

18.9'C までで、塩分は33.82~34.725協の範囲にある。
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